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高速増殖原型炉もんじゅ 

ディーゼル発電機Ｃ号機の故障について 

 

１．発生日時 ： 平成２２年１２月２８日（火）１０時５６分 

（ディーゼル発電機停止時刻） 

 

２．発生場所 ： 高速増殖炉研究開発センター 

        高速増殖原型炉もんじゅ ディーゼル建物 

 

３．状  況 ： 

高速増殖原型炉もんじゅ（定格出力 28.0 万 kW）では、設備点検中ですが、

10 時 31 分からディーゼル発電機＊１Ｃ号機の点検における負荷試験を行っ

ていたところ、10 時 52 分頃、異音があり、シリンダ部からの排ガスの漏え

いを確認するとともに、10 時 55 分頃、№8シリンダのシリンダライナ＊２部

に傷（クラック）を確認しました。このため、10 時 56 分に当該ディーゼル

発電機を停止しました。なお、外部から見える範囲で、クラックは№8シリ

ンダライナに 7本見つかっています。 

ディーゼル発電機はＡ，Ｂ号機が自動待機中＊３であり、他の設備に影響

はなく、環境への影響もありません。 

 

原因については調査中です。 

  

  添付資料：「もんじゅ」ディーゼル発電機 

 

  ＊１ 外部電源が喪失した際に、プラントを安全に停止するために必要な機器に電源を供給

する設備。 

  ＊２ ディーゼル機関の燃焼室を形成する筒状の部品。 

  ＊３ 原子炉停止中は、非常用ディーゼル発電機が 2台動作可能であることが求められてい

る。 

以 上 
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